
居住の場

（解決策）

○入所施設、グループホームの増加促進策

　市での土地等の提供、財政支援

○バリアフリー改修可能な物件の情報提供

○貸主に対する助成金制度創設

○保証人による支援制度

社会参加の場

（問題点）

○就労の場の不足

　

○就労支援が不十分である。

○日中活動の場の不足

○集いの場の不足

社会参加の場

（解決策）

○ハローワーク等の支援の強化、一般企業との

ﾏｯﾁﾝｸﾞ等、○観光産業との連携

○障がいの程度に応じた訓練と支援体制充実

○自治会活動等への参加、○施設充実、○

文化、スポーツができる場を増やす。

生計費

（問題点）

○収入が少ない。

○賃金が低い。

○就労の場の不足

生計費

（解決策）

○市の独自手当を支給する。

○施設の自助努力と行政のサポート

○ハローワーク等の支援の強化、一般企業との

ﾏｯﾁﾝｸﾞ等、○観光産業との連携

地域福祉の推進

（問題点）

○地域社会とのつながりが薄い。

○一般市民の障がいに対する理解の不足

地域福祉の推進

（解決策）

○ともに助け合う地域づくり、○障がい者に関

する情報を地域に知らせる、○積極的に地域

行事に参加する、○住民同士が集える場

○啓発活動を行う。

地域との関係性

緊急時の対応

「親亡き後等の問題」の課題等の整理

（親亡き後等の問題に対する不安） （課　　　題） （解決のためのニーズ・具体的な問題点・解決策）

意思決定（日常のこまごましたこと）

の支援体制がない。

生活スキルが不足している。

生活支援の充実

（解決策）

○有償ボランティアの活用

○ネットワークづくりによる人材づくり

○人材養成、情報が行きとどくようにする。

訓練の場

（解決策）

○訓練施設を充実させる。

○ショートステイの場をつくる事業に対する助

成金制度の創設

生活支援の充実

（問題点）

○親に代わる支援の担い手がいない。

○意思決定の支援の担い手がいない。

○成年後見制度が利用しにくい。

訓練の場

（問題点）

○家庭内での訓練が行われていない。

○自立訓練、生活訓練等を行う場の不足

○意思決定の訓練を行う場がない。

○暮らす経験ができる施設がない。

居場所の確保

経済面の問題

居住の場

（問題点）

○入所施設、グループホームの不足

　

○障がい対応の民間・公営住宅の不足

本人の将来像が

描けない不安 

親が抱え込まざ

るを得ない事情 

相談（受容と共感（様々な相談）→課題分析→プラン

（具体策）→緊急対応（ネットワーク） ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見守り 
 

 

 

（問題点） 

○どこに相談すればよいか

わからない。 

○将来に備えた相談等

（ライフプラン）を受ける

体制がない。 

 →相談支援事業所は

計画相談がメインになって

いる。 

 →将来に備えた相談に

対応できる相談員がいな

い。 

 

 

○相談支援をコーディ

ネートする存在がない。 

（解決策） 

○相談拠点の整備とその

周知 

○様々な相談を受ける体

制を整備する。 

○親亡き後等を想定した

ライフプランナーの育成 

○マニュアルの作成や自

立支援調査シートの導入 

○年代別の支援を理解

したプランナーの育成 

○全体をコーディネートす

る存在（コンシュルジュ）

をつくる。 

 

（問題点） 

○見守りの担い手がいな

い又は不足している。 

 

 

 

○一般市民の障がいに

対する理解が不足してい

る。 

（解決策） 

○有償ボランティア活用 

○ネットワークづくりによる

人材づくり 

○親の会、民生委員、自

治会、親学、塾 

○啓発活動を行う。 


